
令和4年度いじめ防止プログラム点検・評価

月 実態把握等 実施結果 評価
各教科、

特別活動等
実施結果 評価 学生会活動 実施結果 評価

情報モラル
関連

実施結果 評価

こころと体の健康
調査

  １年生のみ4月に実施。他の学年は5月に
実施した。紙媒体で実施した。実施項目にい
じめに関する項目を追加した。学生相談支
援室の対応が必要と判断した学生、または
担任から問い合わせのあった学生について
情報確認を行った。
また、回答内容から、必要と判断した学生に
ついて、学生相談支援室が個別にコンタクト
をとり、カウンセリングを実施した。

A 目的を達成し
た

（通年実施）
学生相談Forms
の設置

令和2年度から引き続き、Formsによる学生
相談を通年で実施した。窓口や電話での相
談の申し出に抵抗のある学生から、メール
やリモートカウンセリング（音声のみの場合
も有）の依頼が複数件あった。
また、どこへ質問・相談してよいか分からな
いが、困りごとを抱えている学生からも連絡
があり、従来の制度では拾えなかった学生
の声も掬うことができた。

＊　計画外の取
り組みを実施した

5 健康生活アン
ケート

対面での授業が出来たので、「こころと体の
健康調査」を実施し、以下の対応を行なっ
た。回答内容は学生相談支援室長がすべて
確認し、懸念のある学生について個別にコ
ンタクトをとり、必要に応じてカウンセリング
を実施した。

A 目的を達成し
た

クラスマッチ

新型コロナウイルス感染症の影響により、高
学年生は遠隔授業となり、予定どおり実施で
きなかった。
代替策として、低学年生は特別活動の時間
に、4年生は学生会体育局のイベントとして、
学年別のクラスマッチを開催した。5年生は
希望がなかったため、実施しなかった。
"通学生の縦の繋がり"（いじめ防止アン
ケートで希望する学生が多かった）を実現す
るためには、全学年での実施が望ましい。

B　おおむね達成
した

7
 いじめ防止週間
 （いのちの教育週
 間）

11月に実施。
SNS利用講習
（1、2年生）

特別活動の時間において、宮崎県警察本部
生活安全部サイバー犯罪対策課及び都城
警察署からそれぞれ講師を招き、インター
ネット・SNS上でいじめや名誉棄損・誹謗中
傷等をしてはいけないことの指導を内容に
含めて「SNSの利用に関する講習会」を多目
的ホールで実施した。

A 目的を達成し
た

A　目的を達成した　B　おおむね達成した　C　達成できなかった
＊　計画外の取り組みを実施した

4 心の健康管理
（特活）

1年全学科を対象として、スクールカウンセ
ラー（臨床心理士）による講演「こころも健康
で過ごすために知っておいて欲しいこと」を
実施し、カウンセラーとの顔合わせ及び相談
窓口の周知を行った。
新入生に学生相談支援室（SCやSSW、外部
相談員の存在）を認識してもらうことができ
た。

A 目的を達成し
た

A 目的を達成し
た

昨年度は、新型コロナウイルス感染症拡大
の影響のため中学生等が来場しての実施
はできず、webサイトで動画を配信するバー
チャル方式で実施した。今年度は、中学生、
保護者等が来場のうえ、ツアー形式で実施
し、計６６１名の来場があった。準備・実施に
際し、教員と補助学生、あるいは学生間の
交流の機会を設けることができた。

A 目的を達成し
た

自殺予防週間

自殺対策基本法に規定する自殺予防週間
（9/10～9/16）の啓発資料（文部科学省作
成、文部科学大臣からのメッセージ・各種相
談窓口情報）を学生へTeamsで周知した。

保護者へのアン
ケート

家庭でのスマートフォン・PCの取扱いについ
てルールを定めているか、学生相談支援室
を認知しているか、子どもの様子で最近変
わったことはないか等について、本科全学生
の保護者を対象にアンケートを実施した。
回答内容から、気になる学生について、担
任等の関係者と情報共有を行い、学生及び
保護者にコンタクトを取り、必要に応じてSC・
SSWによるカウンセリングを実施した。

A 目的を達成し
た

オープンキャンパ
スの実施

9

6

上記のクラスマッチ学年別分散開催や後期
の文化祭において実施可能なプログラムの
立案（いじめ防止週間の設定及び啓発活
動）を進めていき、最終的には学生会役員を
中心に両方とも実施することができた。

A 目的を達成し
た

8

学生の自主的な
活動計画



令和4年度いじめ防止プログラム点検・評価

月 実態把握等 実施結果 評価
各教科、

特別活動等
実施結果 評価 学生会活動 実施結果 評価

情報モラル
関連

実施結果 評価

A　目的を達成した　B　おおむね達成した　C　達成できなかった
＊　計画外の取り組みを実施した

学校適応感尺度
調査

低学年生は紙媒体で、高学年生はFormsを
用いて、全学生を対象に実施した。
調査を行った学校生活等に関する因子は、
「自己肯定感」、「進路目標」、「学習意欲」、
「規則意識」、「友人関係」、「家族関係」、
「ネット依存性」、「自殺親和性」、「居心地の
良さ」、「課題・目的の存在」、「劣等感」、「部
活」、「寮生活」、「研究活動」、「教員との関
係」の15。
集計結果（レーダーチャート、自由記述）を担
任へ共有し、気がかりな学生について担任
が適宜面談を実施した。（※「自己肯定感」
「自殺親和性」「研究活動」「教員との関係」
の回答結果は担任には共有せず、学生相
談支援室で管理。学生には、「担任に知らせ
ない」ことを明示し、回答させているため）

A 目的を達成し
た

Q-Uテスト

1～3年生（当日の欠席者を除く470名）を対
象に10月26日にhyper-QU（アンケート）を実
施した。結果については1月に各学級担任へ
配付した（結果の学生へのフィードバックに
ついては各学級担任会に一任）。

A 目的を達成し
た

クラスマッチ

約2年振りに全学年同時開催でクラスマッチ
を実施した。当日は学年を超えて競技を行
い、学生間の繋がりを縦横ともに深めること
ができた。

A 目的を達成し
た

人権週間

法務省の人権擁護機関が定める人権週間
（12/4～12/10）の啓発資料（法務省作成の
ポスター等）の掲示を行った他、学生へ
Teamsで周知した。

A 目的を達成し
た

2

3

 Q-Uテスト 10月26日の特別活動時に実施

10

1 こころと体の健康
調査

紙媒体で1～4年生を対象に実施した。施時
の項目に「いじめを見聞きしたことがあるか」
を追加した。
学生相談支援室の対応が必要と判断した学
生、または担任から問い合わせのあった学
生について情報確認を行い、以降の指導方
針等をカウンセラー等の専門家と協議し、必
要に応じて、次年度の担任へ情報共有を行
うこととした。また、回答内容から、必要と判
断した学生について、学生相談支援室が個
別にコンタクトをとり、カウンセリングを実施し
た。

A 目的を達成し
た

11
いじめ防止週間
（体育競技会、高
専祭）

いじめ防止週間は、11月5日（土）から11月
11日（金）に設定した。期間中、高専祭にお
いて、学生会主催でいじめ防止川柳大会を
実施した。学生が自ら考え企画する活動を、
教職員が支援・協力することにより、学校全
体で「いじめを許さない」意識を涵養し、いじ
め防止に取り組むことができた。

A 目的を達成し
た

 SNS利用講習（2
 年生）

1年生と同じ時期に実施した

12
学生向けいじめ
に関するアン
ケート

全学生を対象に12月12日から1月16日まで
の期間、Formsにていじめに関するアンケー
ト調査を実施し、気になる学生等がいないか
チェックを行った。結果については、3月に開
催したいじめ対策委員会にて報告した。初
の試みであり、回答率も低かったので、今後
内容や実施方法について検討する。

B　おおむね達成
した

学生向けいじめ
防止等研修

全学生を対象に12月12日から1月16日まで
の期間、Formsにて学生向けいじめ防止等
研修を実施し、いじめ等への理解を促した。
結果については、3月に開催したいじめ対策
委員会にて報告した。初の試みであり、受講
率も低かったので、今後内容や実施方法に
ついて検討する。

B　おおむね達成
した



令和4年度いじめ防止プログラム点検・評価

月

5

7

4

9

6

8

教育相談・支
援

実施結果 評価 教職員研修 実施結果 評価 寮生活 実施結果 評価
PDCA（委員会

の開催）
実施結果 評価

新入学生の相談

新入生対象の合理的配慮申請をもとに、対
象学生及び保護者と面談をし、合理的配慮
について関係教職員に周知した。入学前健
康調査により、教育的配慮が必要な学生を
抽出し、入学式後に学生及び保護者との面
談並びに関係教員との顔合わせを実施し
た。

A 目的を達成し
た

学校説明会・授
業参観・学級懇
談会（2～4年）

新型コロナウイルス感染症の影響により、授
業参観及び学級懇談会は実施できなかっ
た。学校説明会については、集合での実施
ではなく、映像配信及び資料の郵送で対応
した。

B おおむね達成
した

健康相談
年度当初の身体測定時に、健康アンケート
を実施した。

A 目的を達成し
た

寮生総会

5月25日に第2体育館で寮生総会を開催し
た。事前にFormsでアンケートを実施し、寮
生から寄せられた困りごとや質問に対して、
寮生会及び寮指導部から回答があった。

A 目的を達成し
た

 年間計画の確認 前年度３月に実施済

個別面談
随時、担任、学生相談支援室長、スクールカ
ウンセラー及びスクールソーシャルワーカー
による面談を実施した。

A 目的を達成し
た

授業担当者会議

前期中間試験終了後に、予定どおり実施し
た。（低学年生）授業担当者と担任間で、学
生に係る授業受講状況等に関する情報共
有を行い、以降の学生指導に繋げた。

A 目的を達成し
た

個別面談
随時、担任、学生相談支援室長、スクールカ
ウンセラー及びスクールソーシャルワーカー
による面談を実施した。

A 目的を達成し
た

中間評価と取り
組みの改善

発生した事案についての情報共有及び対応
手順の確認を行い、必要に応じて改善案を
委員会で検討した。

A 目的を達成し
た

個別面談
随時、担任、学生相談支援室長、スクールカ
ウンセラー及びスクールソーシャルワーカー
による面談を実施した。

A 目的を達成し
た

授業担当者会議

前期末試験終了後に、予定どおり実施した。
（低学年生）授業担当者と担任間で、学生に
係る授業受講状況等に関する情報共有を行
い、以降の学生指導に繋げた。

A 目的を達成し
た

FD研修

各学科及び一般科目の代表教員による『遠
隔授業の事例説明』並びに校長による『学
生主体の学びの場としての高専教育』と題し
た説明会を行い、ほぼ全員の教員が受講し
た。『遠隔授業の事例説明』では、遠隔授業
のノウハウを教員全体で共有し、今後の対
面授業、遠隔授業のさらなる向上に繋げて
いくこととした。

A 目的を達成し
た

 教職員対応セル
 フチェック

12月～１月に実施

A　目的を達成した　B　おおむね達成した　C　達成できなかった
＊　計画外の取り組みを実施した

新担任学習会

スクールカウンセラーによる新担任への研
修会（本校学生の傾向や特性のある学生と
の関わり方等についてのレクチャー）を実施
した。

A 目的を達成し
た

A 目的を達成し
た

A 目的を達成し
た

1、2年生保護者
個別面談

前期末試験終了後に成績不振者を対象に
学級担任による保護者個別面談を実施し、
今後の学習における改善計画等について共
有した。

中間評価と情報
共有

今年度のいじめ防止プログラムにおいて、未
実施の取り組みを洗い出し、実施方法を検
討した。
（いじめアンケート、学生・教職員向け研修、
いじめ防止週間など）

発生した事案についての情報共有及び対応
手順の確認を行い、必要に応じて改善案を
委員会で検討した。

A 目的を達成し
た

中間評価と取り
組みの改善（２回
実施）

寮祭・寮マッチ代
替企画

6月25日に寮祭及び寮マッチの代替企画を
開催した。寮祭では、射的やヨーヨーすくい
等の屋台やステージイベント、花火が行わ
れ、学年を超えた寮生交流の場が作られ
た。5月及び1月に予定されていた寮マッチ
は、寮生会の意向により、代替企画（じゃん
けん大会）を寮祭と同時に開催した。こちら
でも、寮生間交流の様子が見られた。

＊　計画外の取
り組みを実施した

新寮生歓迎会
新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り中止した。

C　達成できな
かった



令和4年度いじめ防止プログラム点検・評価

月

2

3

10

1

11

12

教育相談・支
援

実施結果 評価 教職員研修 実施結果 評価 寮生活 実施結果 評価
PDCA（委員会

の開催）
実施結果 評価

A　目的を達成した　B　おおむね達成した　C　達成できなかった
＊　計画外の取り組みを実施した

寮生総会

11月9日に第2体育館で寮生総会を開催し
た。事前にFormsでアンケートを実施し、寮
生から寄せられた困りごとや質問に対して、
寮生会及び寮指導部から回答があった。
また、新寮生会の就任について承認がなさ
れた。

A 目的を達成し
た

夜間ハイク

寮生会の意向により実施しなかったが、代
替企画として、12月にビンゴ大会を開催し
た。試験終了後であったことからも、参加し
た寮生からは肩の力が抜け、生き生きとした
表情が見てとれた。

B おおむね達成
した

個別面談
随時、担任、学生相談支援室長、スクールカ
ウンセラー及びスクールソーシャルワーカー
による面談を実施した。

A 目的を達成し
た

授業担当者会議

後期中間試験終了後に予定どおり実施し
た。（低学年生）授業担当者と担任間で、学
生に係る情報共有を行い、以降の学生指導
に繋げた。

A 目的を達成し
た

いじめ防止等
基本計画に基づ
くセルフチェックリ
スト

本校いじめ防止等基本計画に基づくセルフ
チェックリストを、全教職員を対象に実施し
た。教職員の意識を高め、理解を促した。

A 目的を達成し
た

いじめ防止等ガ
イドラインに係る
教職員向け研修

12月12日から1月27日までの期間で、全教
職員を対象としたいじめ防止等研修（動画視
聴）を実施した。教職員の意識を高め、理解
を促した。

A 目的を達成し
た

個別面談
学生相談支援室長、スクールカウンセラー
及びスクールソーシャルワーカーによる面談
をオンラインで実施した。

A 目的を達成し
た

個別面談
随時、担任、学生相談支援室長、スクールカ
ウンセラー及びスクールソーシャルワーカー
による面談を実施した。

A 目的を達成し
た

次年度計画の作
成、評価及び改
善の公表

いじめ対策委員会において、今年度の振り
返り・次年度計画の策定を行った。

A 目的を達成し
た

寮マッチ
寮生会の意向により、前期のみの実施とし、
代替企画を開催した。

個別面談

随時、担任、学生相談支援室長、スクールカ
ウンセラー及びスクールソーシャルワーカー
による面談を実施した。

随時、担任、学生相談支援室長、スクールカ
ウンセラー及びスクールソーシャルワーカー
による面談を実施した。

A 目的を達成し
た

A 目的を達成し
た

FD研修

12/13～12/24の期間において、教員相互に
よる『校内公開授業』を実施した。他の教員
の授業を参観しアンケートを記入することに
より、参観した教員及び授業を公開した教員
双方にとって、授業における板書の仕方、話
し方、授業方法の工夫等、気づきを得られる
有意義な機会となった。

A 目的を達成し
た

講演会

12月19日に2年ぶりに高千穂寮講演会を実
施した。低学年の寮生に向けて、講師から、
進路選択時に向けて意識すべきこと等、今
後の高専生活を有意義に過ごすためのアド
バイスが送られた。

A 目的を達成し
た

中間評価と情報
共有

個別面談
学生相談支援室長、スクールカウンセラー
及びスクールソーシャルワーカーによる面談
をオンラインで実施した。

A 目的を達成し
た

発生した事案についての情報共有及び対応
手順の確認を行い、必要に応じて改善案を
委員会で検討した。

A 目的を達成し
た

個別面談

A 目的を達成し
た

A 目的を達成し
た

中間評価と取り
組みの改善

学生向け研修、学生向けアンケート、教職員
向け研修、教職員向けアンケートについて
の実施を検討した。




